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14･1圧 縮 機

低圧から高圧,小界量から大容量まで広い製品分野を有する日立

圧縮機は,昭和35年度もまた多彩な年であった｡標準VHC圧縮機

組立てのタクト化が完成し,遺産態勢が確二立したことほ標準ノミラン

ス形圧縮機が新形に脱皮したこととともに特 すべきことであり,

広い需要層を有する機榎として今後の発展がいっそう期待される｡

石油およびガス化学工業の新しい装置の設立に当り,多くの圧縮

機が運転にほいったが,粕に国産一号機であるエチレソ,プロパン

ニ元冷凍機の完成は,この穐圧縮機が従来輸入にたよってきたもの

であるため,斯界に大きな寄与をなしたものとして意 深い｡これ

ら各種バランス形圧縮機に二掛けるたゆまぎる技術改善の努力ほ,高

圧大容量機にも実を結び,住友金属工 株式会社に納入した空気分

離装置用1,300kW,4段,150kg/cm2のバランス形空気圧縮機は,

従来より約10%効率向上しきわめてよい成績を収めた｡

永年にわたる試作研究の結果,400kWラビリソス式酸素圧縮機

の記録品が完成したことは:喜びにたえない｡ラビリンス式オイルフ

リーコソプレッサほ清浄な圧紆ガスがえられ,性能がきわめてよい

ので各種用途に広く採用されることが期

都市ガス高圧圧送

される｡

が引続き大量に製作されたことほ,わが国文

化生描向上の象徴でもあり,喜ばしいことである｡東京瓦揃株式会

社豊洲工場において1,860kWx12台が設問されたところほまこと

に壮観である｡

14･1･1石油およびガス化学工業用圧縮機

石油をはじめ天然ガス,製鉄用廃ガスなどを原料とする新しい硫

安工 や各種化学工業用として多くのl-｣~､トバランス形圧縮機が稼動

中であるが,35年度に運転にほいった合成用混合ガス圧縮機として

は,旭硝子株式会社納1,760kW,8,200m3//hx366kg/'cm24段×

2台,昭和電工株式会社納1,800kW,12,000m3/hx330kg/cm23

段×1台,旭化成工業株式会社納1,200kW,6,290m3/hx550kg/

Cm24段×1台,日産化学工業株式会社納1,450kW,7,000m3,/h,

370kg/cm24段×2台がある｡

また天然ガス托送用としては日耗化学工業株式会社納750kW,

4,500n13/hx19kg･′cn123段×1台,じゅんかんポソプでは高速形

225kW,97m3hx355kg/cm2×2台,250kW,200m3/hx300kg/

Cnつ2×1台がある｡

石油化学二L業の大字享量冷減装置用としてほ1]本合成ゴム株式会社

納750kW7ンモニヤ匠縮磯があり,さらに同産始めての極低温二

元冷凍装置用として,丸書石柚株式会社納570kWエチレン,プロ

パンニ元冷流用圧縮機3台を完成した｡

この程圧縮機は従来輸入品が使用されてきたものであり,大容量,

極低温という点で同産記録品である｡

ほエチレン側は吐H圧力 20.7kg′′/cm2,吸入圧力0.21kg/

cm2,プロ/ミソ側ほ旺H托■))12.2kg/cm2,吸入圧力0.1kg/cm2で

あって,特にエチレン側は吸入ガス温度が-600Cという低温なので

各部の材質,構造には紺心の盲i三志を払ってある｡

エチレン,プロ/ミン両側とも一段吸入圧力ほ冷凍装置内に空気の

侵入するのをl防ぐため,大気圧よりわずか高い値に計画されている

が,このため高性能の計器を使用して吸入圧力の変動を検糾し,圧

縮機の付加弁および吸気弁開放形アン′ローダを空気作動させて容量

を調整して吸入圧力の制御を行っている｡

14.1.2 都市ガス高圧圧送轢

昭和30年以来,大都市における都市ガスの需要増加ほ著しく,そ

の製造ならびに圧 方式ほ逐次高圧精製,高圧圧選誘式に代ってき

た｡これらに使用される圧縮機ほいずれも全体の効率を高め設備費

の節減履はかった｡ターボとレシプロの組合わせソテ式である｡なお

ガス｢いのタール,ダスト,ガムなどの異物の･唯積による運転障害を

除くための基礎的研究,実際面の対策も成果があがり,これら圧送

機の稼動率ほ著しく向上している口

昭和35年度に納入されたものには,東京瓦斯株式会社納1,860kW

X28,000m3′･′hxl.8.′･′ノ9.5kg′/cm2×2台(第11,12号機),大阪瓦斯株

式会社納2,3501くWx34,0001113ノ′･′′hxl.8′･･ノ9.5kg//cm2×1台(第3号

機),東邦瓦斯株式会社納1,240kWx15,000m3/hx5kg/cm2×1

5け磯)などがあり,現布まですでに絶JII力36,210kWの圧

去二.十手∴轄-さ.‡藷う･去･-∴-∵/
第1図+旭硝丁湖心会社納1,760kW/ミランス形

4段高圧ガス圧縮機

節2周 作友金は~l二業株式会社納1,3001くWバランス形

4段高圧空気圧灘機
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第3匝I r~l本合成ゴム株式会社納75()kWバランス形

アンモニアガス址紬機

送機が稼動小であり,7,760kWを製竹坤で,国内のガス圧送機の大

部分を占めている｡

14.l.3 オイルフリーコンプレッサ

恨鋼~業および化一'芋二【二などにおける酸素,望 の諾要は年々増■大

し,ラビリンスJモ寸イノしフリーコンプレッサは全低圧式空気分離装

置よi)発′巨する恨嵐 窒素の11三送機として退憾なくその偉力を発揮

している｡

株式会社ヰ山製鋼/升納400kW,2,000m3′′hx30kg′･′cm2×2台ほ

国内の記録的大群量機で,35年初頭より好調な稼動を続けている｡

このほか恨素J~目としては,中川製灘所納1301(W,2,0001113ノ･■′hxlO/

30kg.cll12×2f㌻,r_~l踵化′芋し洛陳式会社納180lくW,1,350m3/hx

l.5/18kg/′cl112x:if†,窒素月~jとしてほ旭化成1二業株式会社納220kW,

1,0251113ノ11×30kg′′cn12×3台などが完成した｡

本機ほシリンダとピストン′との間隙を正しく最小に保たせ,効率

のよい安全な連続 たの苦心が払われている｡シ

リンダの･構造ならびにf｢の適当なる配置により熱変形を防止し,ピ

ストン保持実内部の適正化,本体および配管の振動防止,振れを考

慮したピストンの特殊形状,フレームの仙ヒり防_【上磯柄,

機械加工などが行ってある｡

カーボンリング式l甘形オイルフリーコン~プし ッサほ製作開始以

第4図 丸善石油株式会社納エチレン,プロノミン

ニノ已冷凍川570kWバランス形け_諸鉦機

すでに総台数200台におよび,特に計装用および化学装置用圧縮機

として飛躍的に発展してきた｡､現在製竹叫1の大群品のものに空気用

として210kW,1,200Il13/′′′hx18kg/c1112×1台,炭化水素ガス用と

して820kW,49.45m3/'1Tlin(吸入状態),32,′44kg/cm2〉く3台,

どのバラン′ス形托縮機がある｡

14.】.4 標準形圧縮機のすう勢

最近における各種工

れに伴って

の発展は1]ざましく標咋圧縮機の需要もこ

二しく増えた｡

現γLiまでに7.5kWノ､､ノ75kW甘立VHC比楯機は,総台数4,500台,

総と_l_りJ120,000lくWに達しノ,バランス形圧桁機は大形を含めて総台

数500台余,縫目力約190,000kWを数えた｡

柑こ昭和35年度(･･ま中小土建,自動車製造など町設備増加が著しく

これらを含めて,VHC圧縮機は約1,900台,バランス形圧鮨機ほ

約100台余が生産された｡特l･こ日立VHC圧縮機ほこれらの生産に

応ずるため,組凍てのタクト化が完成し,大量生産拡張ずる態勢が

確立した｡

これら最近における標準圧縮機の特長ほ下記のとおりである｡

(1)無人 転化

圧縮機が高速化されるにともない,油圧リレー,流水リレー,

無負荷起動スイッチなどの起動インタロックおよび運転廿の圧力

■
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第5匡l二人阪瓦糊株式会什納2,351)kW2段郡市

ソノ→り封1J圧送機

節6図Ij･ごヰこ式会社･いIl棚銅戸用勺4(〕t)kW､ラフビりンノ｢1J〔

酸素ガス圧縮機
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第7図 VHC 圧 縮 機 の 生 産 状 況

温度警報などの保安用機器がそれぞれの規模に応じて取付けら

れ,また各種圧力計,温度計などを1個の監視盤に

け運転管理の使が計られるようになってきた｡

(2)大容量 中化

圧縮機を大群量化すれば機械,

申して振付

動機ともに効率が向上す

る｡また従来種用筒所ごとに分散配間されていた圧縮機を負荷の

中心付近に集中して設備すれば負荷の平均化が行易となり,設備

機械の総容量も小さくてすみ,機朋も効率のよい全負荷に近い点

で運転されることになる｡

この傾向にこたえ昭和35年にわが国はじめてのはシリンダ配列を

3列とした大形標準償灘機を3台製作した｡500kW,127m3/min

(PD)×5kg/cm2×1台,670kW,157.5m3min(PD)×7kg/cm2×

1台およぴ860kW,157.5m3′/min(PD)×15kg/cm2×1台である｡

1ん1.5 ベ ビ コ ン

ベビコソの主用途である 装に最適の機種として,400W～1.5kW

までの塗装用ベビコソを発売した｡ ほ連続使用に向くよう

自動アンローダー式とし,かつエアートランスホーマ付なので随時,

任意の低圧でしかもきれいな空気が得られるため,塗装ばかりでな

く,そのほか油分,水分をきらう用途に喜ばれて使用されている｡

とソコビ､用装 同時に400W～1.5kWまでの自動アン′ローダー

式のベビコソも発売した｡

従来ほ自動アンローダー式のベビコンほ2.2kWおよび3.7kWの

2機種のみであったがこれで全機種完備した｡

ベビコソの付属品としてほ,エアートランスホーマを TF-10,

第43巻 第1号

第8図 新形150kWバランス形2段空気圧縮機

第9図 870kWバランス形3列式2段空気比縮機

TF-20,TF--22形の3機櫨を完成発克した｡

な二紆 要面としては, 努力した結果,新用途とし

て,歯科治療用エアータービンの空気源として,コソデソサ起動モ

ートル付200Wスーパーベビコソと,350Wスーパーベビコソを大

量に製作納入した｡

14.2 送 風 轢

各種の産 ゝら,その生産設備の重要部分として使用

される送風機の受注も上昇線をたどり,昭和35年度の受注,生産量

ほ34年度を上垣Iる活況を皇した｡鉄鋼業界の生産設備の規模ほます

ます大きくなり,高炉送風用として7,800kW軸流圧縮機の完成に

つづいて9,000kW2台を製作中であり,また超大形の空気分離装

置用の原料空気圧鮒機として5,500kW軸流圧縮機を 作中である｡

また焼結機に使われる排風機,冷却用送風機も記録的製品が完成,

あるいほ製作中である｡化学工業界では製鉄所のガス源を利用する

新企業の台頭,石油化学における新しいプロセスの計画などにとも

なって,遠心式ガス圧縮機の需要が増加し,特殊用途のものについ

てほ従 される気運にある｡電力業界の火力発電

第10岡 0.75kW塗装用 第11図 エアートラ 第12図 コンデンサ起動モートル 第13図 コンデンサ起動モート
ベビコン ソスホーて 付200Wスーパーベビコン ルf寸■350Wスーパーベビコソ
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第14岡 ボイラ用送風機の効率の推移

備の増強も急ピッチに進められており,大形ボイラフアンが続々

と生産された｡これら 昇のすう勢に備えて,工場の生産設備も新

鋭工作機械の設置,大形送風機 験場の設立など一段と拡充強化さ

れ,この活況のなかで収めた技術的成果も顕著なものがあった｡すな

わち大形高炉送風用の軸流圧縮機でほ世界長高水準に

をえ,さらに国内でユニークな

する高性能

品の日立DH形ターボ圧縮機ほ安

定した高性能を示しており,引続き本機種の大容量化がくわだてら

れ,1,900および3,500kWの がのも されるに至った‥〕とくに吐

出圧力8kg/cm2Gに達するものも新製品として製作されている｡

また近来目ざましい進歩をとげた巽形フアンにおいてほ改良プロフ

ィルの異形によってさらに効率が向上している｡

lん2.1遠心送風機

事業用火力発電所の設置が活発に行われている状勢にあって,ポ

イラ通風用各種送風機の 作も活況を呈し,東京 九 東北電力の

175MW火力発電用をほじめ次々と完成している｡ボイラの押込み

および一次通風用のほか,脊椎用途に用いられる異形フアンは異形

プロフィルの改善によってさらにその水準を高め,効 最高89%に

達するものも完成した｡また形態が小形でしかも高性能というねら

いを実現したラジアルブレードフアンは,ボイラの誘引,再循還用

のはかにも広く使われており,着々とその実績を ねている｡大形

のボイラ通風機の性能改善に端を発したこれら各種ファソの効率向

上は弟14図にみられるような歩みをつづけている｡すなわち従来

のターボファソはケース,羽税率などの形状を改善することにより,

昭和32年には80%の効率をうるに至ったが,新たに出現した翼形

フアンほさらにこれをほるかに上回る効率を示し,完全にターボフ

アンにとって待った｡またじんあいの多い場合に用いられるラジア

ルブレードフアンもターボファンと同様に,流体通路の形状を改良

することによって昭和30年以 急ピッチに効率が向上し,現在では

ターボファンと変らぬ水準に達している｡とくに 銃火力発電所に

納入される大容量送風機はいずれも世射水準の高性能を誇るもので

ある｡弟】5図は東北電力株式会社仙台火力発電所納の誘引通風用

1,000kW♯20ラジアルブレードフアンである｡

一方ほかの分野においても

つあるが,なかでも35年

続を重ねその地歩をかためつ

に工場完成する富士製鉄株式会社釜石製

鉄所納の焼結炉排風用シンクリングフフアンほ,風量7,000m3/min,

風圧Tl.300mmAg,温度1200C,電動機出力2,550kWの‡20両吸

込形ラジアルブレードフアンで記録的製品である｡この種のものと

しては風量に比較して風圧が高いため上ヒ較回転数が低く,技術的に

はかなりむずかしい仕様である｡このために羽根車,ケースなどほ

お よ び ポ 115

第15図 東北電力株式会社仙台発電所納1,000kW#20

誘引通風機

第16図 鋼板製多段タ〉ボブロワ

流体力学的な検討を十分行うとともに,あらかじめモデル実験によ

って羽根車の 元を定めるなど慎重な設計が行われた｡

次に空気用多段ターボブロワは,従来ほとんどが鋳鉄製ケーシソ

グのものであったが,短納札れんイ凪 来と劣らぬ性能をねらって

これら多段ブロワを全熔接構造にした結果,第1る図に示すようなき

わめてすっきりした形態で,性能のよい鋼板製ターボブロワが製作

され好評を博した｡このターボブロワは軸方向に数分謝したケーシ

ングに羽根車を組み込んだもので,羽供奉の段数を界易に変更しう

るため,軽々の仕様に対して機種を標準化できる大きな特長をもっ

ている｡またケーシングが上下半割れでないため,きわめて剛性が

あり,しかも流体通路の形状,表面ともに円滑であるため,性能が

よく振軌 古響ともに非常に静粛である｡凪良三5,000mmAg程度,

数百kW程度までの什様に対して各種用途の篇更に応ずる標準機経

として今後の発展が大いに期待される｡

14･2.2 遠心式圧縮機

主として空気分離装置用の原料空気圧桁機として使用されている

日立独特のDH形ターボ圧縮機は,すでに製作台数16台に してい

る0昭和31年に第1け機を完成してからさらに流体力学的解明,あ

るいは材料力学的研究,機械荷造上の改善などにより 々と前進を

つづけいまやまったく安定した高性能圧縮機として好評を博し,国

内でほ独特の製品として絶対の地歩を固めている｡とくに効率は弟

17図に示すように製作実績を重ねるごとに上昇し,35年度完成した
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第17図 DH形ターボ狂瀾瀾の容量と等温効率

1,200kW級においては 温効率63%という世界水 をしのぐ好成

績を納め,高性能の空気分離装置と相まって純度99･5%酸素発生量

2,110Nm3ノ′hrにおいて0.515kWtI/Nm3という記録的原単位を示

した｡さらにこれまでのものよりも一段と大きな, 鋭の大形歯車

研摩機が輸入設置されたため,一躍4,000kW程度までの大容量機

の製作が可能となり,3,500kWのものがすでに受注製作されてい

る｡この種圧縮機においてほ性能のほかに騒音に対する考慮も重要

な問 であり,最近の製品でほ第18図のように特殊の外装カバーに

よって騒音の低~Fを計っている｡これにより圧縮機の近くでも90フ

ォソ以下という好結果をえている｡さらに日立DH形ターボ圧縮機

の 作技術の進歩は効率のみにとどまらず,羽根車周速が340m/s

程度まで製作が可能となったため,その吐軋圧力ほ8kg/cm2Gまで

するようになった｡これによりいままで往復動形圧縮機に独占さ

れていた動力空気源用圧縮機として11,000Nm3/hr,8kg/cm2G,

1,400kWのDH形ターボ圧縮機2台カ

】4.2.3 軸流圧縮機および送風横

鉄鋼

作中である｡

界の生産規模の拡大は目ぎましく,その設備も巨大化し

たためこれに使用される

登場した｡高炉

風塵も大形の軸流圧縮機および送風機が

風用として7,800kW軸流圧縮機の完成を始めと

し,わが国最大容憲二の9,000kW仙流正桁機2台が製作｢flであり,

さらに世界でも有数の 素発生量10,000NIT13.･■hrの超大形ク:誓気分離

装置用5,500kW原料空気圧蘭用他流圧縮機も製作中である｡~~~方

低圧軸流送風機においてはわが国最初のルルギ方式焼結装置に冷却

用として使われる特殊栴 の大形プロペラファソ6台が完成した｡

第43巻 第1号

第18図 昭和電工株式会社納1,400kWDH形ターボ比縮槻

(防音カバーを覆せたところ)

これらはいずれも記録的 品ばかりで,この製作にあたってほ設計

はもちろんのこと,製作,試験にわたってモデル実験,要

研究,部分試験など周到な計画

部分の

備が行なわれ衆智が結集された｡

特筆すべき成果ほ富士製鉄株式会社広畑製鉄所納の7,800kW軸

流圧縮機が完成したことで弟19図に本機の据付状態を示す｡本機

の仕様は風量2,500Nm3,'min,風圧2･2kg′'cm2G,12段,4,200r,/m

7,800kW蒸気ターピソ駆動で次のような特長をもっている｡

(1)後置静異形のため l昂
炉 風にほ最も適した相性曲線をも

ち,サージソグ線を仕様範囲から完全にはずすことに成功

した｡

(2)動翼は独特のLA4翼形を使用しているため効率が非常に

よく全断熱効 最高は90%をこえ,世界最高水準をマーク

した｡

(3)高炉送風にほ高度の信蹟性が要求されるので,二 ケー､ン

ソグ,ソリッドロータの採用などほか各部の剛性ほ大きく,

とくに翼については断而を大きくするとともにすべての段

にわたって国有振動数を 細に検討し,共振による疲労破

壊をさけている｡

弟20図はわが国最初の焼結装置冷却用の大形プロペラフアンで･

富士製鉄株式会社広畑 鉄所に口径2,400¢,145kW3台が納入さ

れ稼動を開始したが,これにひきつづいて口径2,900¢,190kW3

第19図 冨上製鉄株式会社広畑製鉄所納

7,800kW高炉送風用軸流圧縮機

第20国 富土製鉄株式会社広畑製鉄所納

2,400¢焼結装置冷却用プロペラフアン
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台が八幡製鉄株 会社戸畑工場に納入された｡本機は粉鉱を含んだ

高温の空気を取扱うため特殊加工を施した 鋼製の動翼を用い,装

置を効率よく運転するために入口案内翼と動翼のいずれも取付け角

度が自由に変更できるようになっているなどの特長をもっている0

14.3 ポ ン プ

ポンプの需要ほおう盛な設嗣受真にささえられてますます好調に

伸びている｡各種席 うち,特に伸長率の高い鉄鋼,イー洲およぴ

化学工業,紙パルプ｣ニー業,あるいは電力などに他用されるポンプが

多く生産された.っ

すなわち,鋼材圧延設掛こ付属するデスケーリングポンプ,精油

所用の 容量海水ポンプ,大形フアンポンプなど替種′く′レプポンプ,

火力発電所用のボイラ給水ポンプおよび行程祁機ポソプなどほ3咋

度に引続き大得宗のものが相ついで完成し,日立馳伸銅こおけるこ

れらのポンプの設計

場の自家発

作技術ほ確立された｡また好況産

用ボイラには従

;の新設工

より大幅に高圧高温の給水ポンプが

要求されるようになった｡

上水道用ポンプとしては流体接手または 動機の二次抵抗制

御によって回転数制御を行うものが多くなってきた0他方下水用ポ

ンプとしては渦巻ポンプに代って斜流ポソプが一般的に使用される

ようになっている｡

地用ポンプについては国内向としては印

軸流ポソプのあとにほ特

沼干拓用2,8001--m

すべきものの完成ほなかったが,ナイル

河口に近いELMl王Ⅹ機協同の2,300n-1n柚流ポンプ6台がわが国

最初の斜め軸ポンプとして完成し,新春早々船積の予定である0

以上 ベナニ各 の大形ポンプについては多榊こわたる水力判勺桝

究の成果として34年魔の軌捌こ比して相当の姓能の向上をみてい

る｡一例として山光興産株式会社向の900mm,1,400kW両吸込

ポリュートポソプでは89%の効率が得られた｡

火力発電の増加とともに重要性を加えてきた揚水発電所用のボン

プとしては,記録的大容量のポンプとして34年度より引続き鋭意

作中であった九州電力株式会社諸塚発電所向の56,500kW立軸2段

ターピソポンプが現地据付けを終っていよいよ営 転にはいっ

た｡

ブレードレスポンプほ固形物輸送用のすぐれたポンプとしてます

ます具備を認められ用途は拡大する一万である｡35年度には410

mmという大口径のブレードレスサンドポンプが八郎潟のしゆんせ

っ作業において振動の心配なく大きな石塊を輸送しうることを実証

した｡また日立特許の斜流ブレードレスポンプとしてほ34年度に引

っづき口径160ml--の汚物ポンプ8台が東京都清掃榔こ納入された

ほか,I｣径200mllュのサカナポンプも 用化された｡

性能のすぐれた各種中小形ポンプの即納態勢をもって好評を博し

ている廿立汎用ポンプほ,機曜の拡充,性能の向上とともに増産に

っぐ増庄を要求されているt-.柑こ水中モートルポソプの受注増加が

著しい｡

14.3.1汎用ポンプ

標 より安定した性能と短納期,安価をねらう汎I~【Jポンプの

発展情況と新に 加lされた機種について紹介する｡

(1)汎用DVポンプの簡閲拡沃

き準化されていた吸込口径21)〔ト3001--n-の汎用DV

形而吸込ポリュートポンプについて従来以上の高効率をうる目的

で構々検討試作の結架,同一仕様で従来のものより数パーセント

ポンプ効率を高めることに成功した｡これに基き全機種を新形に

置き換えたので従来よりも軽冒け]で間に合う範囲が増加し所期の

目的を達した｡また吸込｢l往130,160mmならびに400mmに

っいても新たに標準化したので,永遠1′､-･20m3/'min,揚根4～

7nl--の範囲の什様に対してこの機掩を当てることができるように

なった｡

いずれも上~卜二つ冊構造であるから配管を動かさずに分解,組

立てが■け能であり､水道閑鼠 かんがい,一般産業,ビル施設用

とし′て好適である｡

(2)PMU形水中モートルポソプの受注増大

日.立PMU形水中モートルポソプは絶縁性,水潤滑軸受,防砂

構造について材料,電気,機械各部門の緊密な連絡による総合研

究を経て始げ)てTl了場に進目した｡その後すでに数年を経たがよう

やくその特長である安_仝性耐久性ある水中モートルポソプとし

てのリミ潰を重れ 去1年間に急 に受注が増加した｡当初心配

された秒の侵入の懸念もなく数･々の経験によって含砂量の点で中

剛山形深井ナiポンプとなんら区別する必要なく安心して使用でき

る段階となり,今後いっそう奔方面で賞用される傾向にある｡

従来ほ甘径160mm,45kW以下に限定していたが口径260

mm,出力55kWまでを新に標準化したので適用範囲も大幅に

拡張された｡

(3)0Vポンプ

"JISB8313-1958小形うず巻ポソプが工業用ポンプとしては

最初のJIS指定品目となった｡日立0V形ポリュートポンプは数

年前から今日に備え標準化されていたので受験の結果,同業他社

にさきがけてJIS 示の許可を受けることができた｡

1ん3.2 上下水道用ポンプ

大瓢直の発展と近代化ならびに工 用水の需要増大にともないポ

ンプ設備の計画も増加の使向にある｡上水道用の

ソプほ出校または 節による需要量の

水および増圧ポ

動に対し能率的に対処する

ため速度制御を行うものがふえている｡

収水用ポンプほ最近の取水難から高い吸込揚程が要求されるよう

になり,立形ポンプの計画も多い｡

東京都水道局掘の内ならびに和田掘ポンプ場に納入されたポンプ

ほ速度制御を行う大都市上水道用増圧ポンプとして代表的なもので

ある｡前者は600mm横形両吸込ポリュートポソプ(40m3/minx

45mx945rpmx400kW)4台から成り,調速方法には可変油量形

流体接手を使用した｡この方法 は巻線形話 甘電動機の二次抵抗制御

に比較してより広範L用の安定した制御が得られる利点がある｡調

範囲ほ945～650rpmで操作盤上からの遠方操作とポンプ吸込圧が

一定値になるような自動 速が併用されている｡後者ほ上水道用増

圧ポンプとしては大口径の1,3501mn横形斜流ポソプ(225m3/min

X6mx210rpmx350kW)2台で,駆動電動機の二次抵抗制御によ

り 210～150rpmの調 を行う｡このポンプの水中軸受にはカーボ

第21凶 東京牒l三水退局納垢の内ポンプ場増旺ポンプ



118 昭和36年1月 立 評

第22図 エジプト政府納2,300mm斜形軸流ポンプ川
模型ポソプ

ンが使用された｡また工場性能試験では87%という高いポンプ効率

を得た｡

一方下水道用ポンプも下水工事の拡充に伴い主要都市で相次いで

計画されており,使用される機種ほ 水用の大形ポンプにほ斜流ポ

ンプが多く,機場の敦鞄難から立形の計画がふえてきている｡汚水

用にほ横形両吸込ポリュートポンプや立形斜流ポンプが用いられて

いるが後者に移る傾向が強い｡

西宮市建設部上田ポンプ場に納入された1,600n-m横形斜流ポン

プ(320m3/minx3･5mx145rpmx360PS)ほ雨水排水用ポンプとし

ては大容量のものである｡

】ム3.3 農地用ポンプ

農地用大形ポンプの国内需要は頭打の感があり,いよいよ力を輸

出に注がなければならない｡

府機械

色ある大形ポンプとしてエジプト政

気局からナイル河下流アレキサンドリア近郊のELMEXポ

ソプ場向農地排水用2,300mm斜形軸流ポンプ(12.5m3/sx4mx

160rpmx950PS)6台を受注し,鋭意製作中である｡このポンプは

高効率を要求されており,このため特に改良設計を施した廿径300

mmの模型ポソプを作り,84%のポンプ効率を得た｡これほいまま

での効率を数パーセント上回るものである｡

また立形の大口径排水機を目的としたポリュート形斜流ポンプも

研究を完了し口径300mmのモデルポンプで効率的85%を得た｡

九州地方

第三43巻 第1号

設局太刀洗ポンプ場に納入された1,600mm横フ卵由流

ポンプ(360m3/′minx3･5mx225rpmx360kW)2台は典型的な

地排水用設備で排水期の活躍が期待される｡

14.3.4 海水ポンプ

火力発電所の復水船冷却用循環水ポンプは屋外設間の立形斜流ポ

ンプ形式が一般化しており,プラントの符量増加にともなってポン

プの甘位容量も大形化している｡

羽根車やポンプボウルの材質には 水に対する耐食性を考慮して

ステンレス鋼などの高級材が使用される傾向にある｡

刺ヒ電力株式会社仙台火力発電所に納入された1,200m-Ⅵ立形斜

流ポンプ(11,130m3//hxlO･7mx326rpmx470kW)4台ほ代表的

なものである｡

産 用の冷却水ポンプの需要はますますふえており,一般用ボン

プの需要面での比重が増大してきた｡叶-でも製油,石柚化学関係の

海水ポンプが目だって多い｡出光興産徳山製油所にはさきに蒸気タ

ービン駆動1,450PS両吸込ポリュートポンプを納入したが今回さら

にこれを上回る大容量の900mm両吸込ポリュートポンプ(7,500m3/

hx50mx505rpmxl,400kW)1台を製作納入した｡このポンプほ

1,400kW14極の誘導電動機より直結駆動され,容量の点で河内記

録品であるだけでなく,ポンプ効率,特性,キャビテーション性能

ともにきわめてすぐれており,工場性能試験の結果89%という高効

率を得た｡このほかこの種の海水ポンプを丸善石油株式会社ほか数

社に納入しており,ここ1箇年で200kW以上のものが18台に達し

好評を博している｡これらほいずれも全揚程が50m前後の両吸込ボ

リュートポンプであるが今後ほ敷地の問題,日動 転の容易さ,土

木資の軽減などの理由から屋外設置の立形斜流ポンプが採用される

ようになろう｡

14･3･5 九州電力納5d′500kW揚水ポンプ完成

九州電力株式会社諸塚発電所の揚水ポンプほ,大規模な揚水ポン

プとして国内でほ2番目に完成したものであって,数年前に完成し

た劇ヒ電力株式会社沼沢椚発電所の揚水ポンプに比べて,2倍半に

およぶ記録製品である｡国内ではもちろん最大容旦のポンプであっ

て,世界でもオーストリのリンベルグ発 所の揚水ポンプについで

第2位の容量をもっている｡ポンプの仕様は,次のとおりである｡〕

形 式

吐 州 lI径

段 数

1台

立形タービンポンプ

1,800mm

2

第23図 出光興産株式会社徳山製油所納両吸込ポリュートポンプ 雛24図 九州`計ノJ諸塚発電所納56,500kW揚水ポンプ
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第25図 九州電ノノ諸塚発電所納吐出弁

吐 出

全 揚

18.6m3/′′s

程 241.4m

回 転 数 300rpm

電動機 F_li力 56,500kW

ポンプの構造ほ,2枚の片吸込羽眼中をもつ立形2段のタービン

ポンプで,主軸の上端には油圧駆動によって,着脱自在な歯形技手

がついている｡サクショソケーシングほ,1段目の羽供奉に流入す

る水に予旋回を与えるような設計を採用した｡これは,羽根車に流

入する方向をととのえてキャビテーション性能を向上させるととも

に,水量の少ない翫域で,水流の混乱を防止し水圧の脈動,ポンプ

の振動などがおこることを防止したものである｡ポンプの軸推力

は,下部の推力軸受ですべて受持っている｡水圧による軸推功ほ,

平衡しているので,この推力軸受が受持つ力ほ,回転部の白 のみ

であるが,技手を連結させるため歯形の位相を合わせるとき軸を倣

させるので,推力軸受の摩擦力を軽減させるために,別置の池ポ

ンプによって,圧油を 供 し軸を浮上させている｡

このポンプの設計は,詳細なモデル試験終了後その結 にもとづ

いて行った｡モデルボンの寸法は実物ポンプの1/10であって,実物

ポンプとまったく相似である｡このモデルポンプを試験することよ

り, 物ポンプの予想性能,電源 のウォータハンマ現象解析

のための全般特性曲線,キャビテーション性能などを調べることが

できる｡ポンプの効率は,実効換 90%という値がえられた｡

ポンプの吐出弁にほ,口径1,800Illnlのニードル弁を用いた｡こ

の弁は,40kg/′cll12の油圧によって操作するもので,ボン

停止中は,鉄管の高圧水の逆蘭を防ぐとともに,電源

急閉鎖を行ってウォータノ､ンマの防止も同時に行う｡

断時にほ,

ポンプ軸と水車軸との着脱ほ,歯形技手によって行う｡この接手

ほ,ポンプ軸の最下端から油田こよって操作するもので,発電機軸

に取付けた徴 よって軸の回転がほとんど停止したこと

を確認してから,ポンプ軸の微動装置が動作し,接手のかん人が子~f

われる｡

】4.3.る ボイラ給水ポンプの進歩

火力発電所の大容昂:高圧化によって,ボイラ給水ポンプほ高温高

圧高速化するようになってきた｡発電所山ブJが,175MW以上にな

ると,電動機直結の回転数では段数が多くなり,あまりに軸が長く

なるので,い〕1転数の高速化が必要となってくる｡ボン∵プの回転数ほ,

ギヤ増速機によってえられるのでかなり日出に ぷことができる

が,あまりに高速化すると保守1甘扱いの面からもいろいろ問題がで

第26図 東京電力川崎発電所納ボイラ給水ポンプ

てくるので,不必要な高速化ほさけるべきである｡東京電力株式会

社川崎発電所のボイラ給水ポンプ4台ほ,この方針から,4,600rpm

という回転数を定めたが,段数ほ8段で,軸封 置にも通常のコイ

ル形パッキンを使用することができた｡35年度に完成したおもなも

のは,

帝同人絹株 会社松川工場 2台

(96t/11×163kgcm2×3,600rpmx750kW)

八幡 鉄戸畑工場 3台

(120t/hx81kg/cm2×3,600rpmx450kW)

京電力川崎発電所(175MW) 4台

(218t/hx191kg/cm2×4,600rpmxl,800kW)

本州製紙釧路工場 1台

(130t/hx90kg/cm2×3,000rpmx530kW)

である｡引き続き製作中で近く完成予定のものは

電力岡山発電所(125MW) 3台

(227t/hx158kg/cm2×3,600rpmxl,500kW)

東京電力品川発電所3期(125MW)3台

(228t/hx158kg/cm2×3,000rpmxl,600kW)

北海道電力滝川発電所3期(75MW)3台

(150t/hx127kg/cm2×3,000rpmx850kW)

などである｡

発電所の容量ほ,ますます大きくなってくる傾向にあり,近く超

臣離別蚤発電所の 設も予想されるので,このためのポンプの研究も

推進されている｡

】4.3.7 高圧デスケーリングポンプ続々完成

製鉄 卯の好況を反映して,高圧のデスケーリソグポンプの製作

が続々と行われた｡デスケーリソグポンプほ,高圧の水をノズルか

ら噴射して,圧延中の鋼板のスケールを吹き飛ばす水を供給するポ

ンプで常温ではあるが,吐出量の変化がほげしくかなり過酷な使用

をするので,構造のじょうぷなバーレル形ポンプが適している｡故

近完成したものおよび近く完成するものは,

三菱鋼材株式会社大島工場
､

､

日∃ 土製鉄株式会社広畑 鉄所

日新製鋼株式会社山陽工場

尼崎製鉄株式会社尼崎製鉄所

ミナス製鉄所

などである｡

119-

320kWxl台

820kWx2台

700kWxl台

500kWxl台

1,120kWx2台

デスケーリング装置は,ポンプのほかに,ノズルから急に大量の
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水を噴射したときにポンプの吐出畳の不足分を補うアキムレ一夕,

アキムレ一夕の水位異常低下を防止するための遮断弁,高圧空気を

補充する空気圧紡機,ノズルの噴射を切替えるノズル操作弁,ポン

プの過熱防止装置,ポンプの入口側の1し!J転式日勤ストレーナ,吸込

側圧力の異常低下を防止する真空警報装一置などが総合してその威力

を発揮するもので,日立製作所の経験と実績とが高く評価されてい

･1､

14.3.8 製紙用パルプポンプの盛況

パルプ工業界の活況に伴い各社の事業拡張方針を反映して,各地

の新設工場や工場設備の増強のために各機柏にわたるパルプポンプ

の一括受注が相次ぎこれまでにない盛況を出している｡

受注品の申すでに納入されたポンプでほ,高濃度,強酸性のパル

プ用の全ステンレス 製ポンプ,同座最大暦歳二のフアンポンプ,高

濃度パルプチェスト循環用の軸流形ポンプなどあり,設計,鋳造両

技術両においてよく困難な障壁をのりこえみごとな性能をそなえた

製品として各地で活躍中であるし

十条製紙株式会社釧路｢i二場へ納入した=径800nll叶750111nl,駆

動 動機420kWの同産最大のフー′ソポンプほ,両吸込形甲.段ポリ

ユウトポンプで普通材質のものと13%クローム･ステンレス鋼製の

ものとあり,抄紙機スピードに合わせてパルプ り量を加接するた

めに,直流電動機とギヤ変速機による駆動力式でポンプ回転数を変

えるべく計画された｡

パルプ株式余利他川工場へ納入したチェスト循環ポンプほ,

軸流形ガイドべ-ンなしの特殊設計でrl律650..550111nl,駆動電動

機は濃度5%用が37kW,濃度6ア占▲用が50kWで耐射て†三をもたせ

るため羽眼中,軸はステンレス銅~製,ケーシング斬ほ内†仙波質ゴム

ライニソグが施してある｡同じく強酸性の高濃度パルプ用の_全ステ

ンレス鋼製叩段ポリュウトポンプ2程でほ,ステンレス鋼羽根車に

対し前後面ライナの材質を析出硬化性ステンレス鋼として似度差を

つけ,また吸込口の羽根中軸妊良_卜に7ジテ一夕,フで-ダをおい

て運転の安全性を期してある

同社からほ引続き同一機咤ポンプを受注L釦′意製作小である

14.3.9 固形物の水力輸送ポンプの発展

ノンクログ形羽根車(2～4枚羽根)をもつポリュウトポンプでの

固形物混入液の取扱いには固形物のサイズや混入調合から限界があ

り,羽根車羽根入口での衝突による同形物体の紋旗や羽根日仏の悸

減損傷などをさけることもできなかった｡

羽根車が羽根の代わi)にパイプ径と同じただ1木の通路のみをも

つブレードレスポンプの川現ほ,このl~川(Jのポンプにぴったり含倒

して驚くほど広範l紬こわたる応別か斉紺Jし,隼とともにその応JR例

の実用性がますます確実なものとなってきている.T プレート1レスポ

ンプの一変形である斜流プレート'レスホンゾの.社′巨以来,利Ⅷ中退

29【束?410nlnlブレードレス ･サンドポンプ

第43巻 第1号

第27関 西吸込形/く′レプポンプ(DVP4)

節28図 帥流形パルプポンプ(AP6)

路む膨滅する仙ヰミが大きい特長を′巨かしたこのポンプほ,Ll径の約

3倍におよぶ 大な同形物を楽々と無傷のまま扱うことができ,魚

休水力輸送ボンゾのホープとして絶対の威力を発揮している｡

農林省八郎‡た=二拓事業所(秋用)のしゅんせつ船八竜号に仮据付け

された現~在世界最大のl-1径 410mnlブレードレス･サンドポンプ

(450kWエンジン駆動)ほ,ほかのしゆんせつ船ポンプのどれもが

なし･得なかった一札地三倉鼻地区における250111111大の岩石揚送作

を藩故一つなしに立派になしとげ,その好調な運転状態と稼動成績

のよいことで現地関係者の絶さんをうけた｡

すでにアラスカ方面への遠洋魚業に出航中の大洋魚 の壮洋

丸にほ,キャッチャーポートから何輪のフィッシュミルにスケソウ

ダラを送り込むソノ浸:とLて,l~†径200111nlの斜流ブレードレスポソ

プが備えつけられ,多数の乗組員のツj■動力を儲かすと棚如こ能率的

な操 きを大いに助けている｡ またこの秋にほ同じポンプが静岡県戸

国魚業糾合において存分に威力を発揮すろことが期待されている｡

そのほか各位固形物の水力輸送ポンプとLて,U径50～200111m

のブレードレスボンナ群が今年度数十台脊力面で活躍中である｡汚

物処理方面の100nlnl前後の立て剛ブレードレスポンプは,35年度

まで実に数百台が各地でその役｢1を果たLて重用されており,東京

第30図 200111nl斜流ブレードレ1｣てン7
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第31図 尼崎苗水道局神崎浄水場納

受電設備用監視盤

都清掃局大崎処理場には35年もまた口径160nlnュ立て軸ブレードレ

スポンプが8台納入されてその性能を誇っている｡

1ん3.10 ポンプの自動制御

近年ポソプ設備の 転の自動化の要求ほ広範囲にわたり,ポンプ

および補助機器を機械的電気的に連動せしめ操作盤上での¶･度の手

動指令によって順次に起動または停止の操作が自動的に行われてゆ

く一人順序制御方式,あるいは遠■万一人順序制御力式というような

日動操作方式の採用ほ渦巻ポンプでほ一受注機場の約兢を占めますま

す普及されつつある｡

ポンプの自動制御も吐出水位一定といった定値制御のみならずポ

ンプの運転点を抵抗曲線上で追跡するような追値制御も現われてき

ている｡

動作信号によってポンプの制御が行われた結果が制御対象に表わ

れるまでのおくれ時間が非常に大きい自動て別御系の例としては宣_子手

県庁電力局逆川扮水設備がある｡ここでほ中間水槽に揚水した水を

導水路を通して約3km離れたダムに自然流~~Fさせる水系において,

ダムの水位を規定値に保つようポンプの回転数および運転台数を州

滅することによって給水遺を制御しているu この水系においてはホ

ソプの速度 化の結果がダムに現われるまでのおくれ時間が10分･乃

至20分程度もあるので,ハンチング防止のためタイムリレ一により

一定時間ごとに水位検出を行い,検Ⅲ時のフロートスイッチの位

置に基づいてステップ状に速度増減を行わせる~不連続制御を採用し

た｡なおこの機場のポンプは 700×400mm両吸込ポリュートポン

プ(75m3/minx88.5mx750rpmxl,500kW)2台で両吸込ポリ

ュートポンプとしてほわが国記録品であり,ポンプ特性は速度制御

の際低流量域でサージソグを起さないよう設計上特に考慮されてい

る｡

1ム3.】lポンプ所用配電盤

近時,ポンプ所の電気設備ほますます大容量となり特高受電のも

のが多くなる一方,中央監視室にて駄括監視制御を行う傾向にあ

る｡弟31,32図ほ昭和35年9月完成の尼崎市水温軋神崎浄水場納

の監視盤を示す｡帯31図は20kV受
,750kVA

3相変圧器2台

の受電設備用縮小形監視制御盤で,主回路は特高キユーピクル,高

圧メタルクラッド配電盤が採用されている｡弟32図は210kW配

水ポンプ6台(うち4台将来増設)の一人制御用監視盤で,いずれも

電気および機械系統を照光

わかるようになっている｡

モギ母線で 示し,運転状況が-･目で

お よ び ポ 121

雛32図 尼崎市水道局神崎浄水場納

ポンプ設備用監視礁

また,上水道用浄水場にほ急

計器とともに

が置洛過炉 設けられ,多くの工

置を付属し,炉過効率を向上している｡

14.4 流 体 継 手

流体継手についての一般の認識が深まるにつれ,従来におけるパ

ワーショベル,炭砿コンベヤなどのような特に過酷 な に対

応する機械ばかりでなく,遠心鋳造機,ボールミル,クレーンなど

の起動用,緩衝用に使用される例が多くなってきた｡これらに対す

る効果ほショベル,コンベヤと違って直接的にはほあくできぬもの

が多く,なかなかその価値を認識しにくいものであるが,機械の操

作および取扱いの簡易化ほ動かしえぬ一般的形

に応える流体

あろう〔〕

であり,この要望

手の【･般産業機械への応用ほ今後ますます広まるで

また調速用流体継手としては,その特長がようやく広く認められ

るにいたり,とくか の送水ポンプへの応用が目だってきている｡

】4･4･l調速用流体継手の水道への進出

水道の需要は昼夜の別ほもとより季節によっても大幅に 動す

る自 このためポンプ吐=量を需要に合わせて調節することが必要と

なる｡従来おこなわれていたバルブ制御でほ,バルブ部分で損失を

させて水量を調節する方式であるから所要動力の節掛こほあま

り効果がない｡速度調節方式によればポンプそのものの吐椚童と所

要動力を減少させることができるので動力の節減の効果が大きい｡

ことに損失揚程が大部分を占めるような場合はその差は しく大き

くなり,水道ポンプのように稼動率の大きい場合にはその効果は無

視できない伯となる｡または近来の傾向として一人制御や自動制御

などその操作力式も近代化されつつあるが,バルブ制御ではその特

性に難点があり,これらのfliり御方式にはそぐわない｡回転数制御は

この点についても申分なく好適な制御方式であるが,その設備費が

割高となるために従来はあまり使用されていなかった｡しかし水道

ポンプにおける合理化が進むにつれ,その が着目され,

ちく次この方式が採用されるにいたっており,今後はさらにこの傾

向が強くなるであろう〔,

第33図は水道ポンプ調速用流体継手の一例で,ポンプセットと

して東京都水道J如こ4台納入している｡水道ポンプの調 ▼方式にほ

いろいろあるが,流体継手を使用した時の利点は~~F記のとおりであ

る.｡

(1)無段階制御が吋能である｡日動制御の場合にほ特に有利で

あるく｡

(2.)ポンプ制御に使用する場合ほ調速範囲に制限なく,融通性

ある使いカができる疇-.すなわちポンプ場計画

および不時の事態によって

の誤差,計画変更

速範囲を広げたい要求ほしばしばあ
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第33国 東京都水道局納1,000rpm,400kW

SHL85--CH流体継子

るものと考えられる｡この場合ほかの調速方式においてほ設備を

改造しなければならないことが多いが,流体継手においてほ調速

範囲に制限なく,そのまま即座に要求に応ずることができる｡

以上のように水道ポソプ調速用流体継手の将来性には大いに期待

がもたれる｡

14.5 トルクコンバータ

いレクコンバータにおいても従来の建設機械への応用のみにとど

まらず,車両および自動車部門への進田が目立っている｡たとえば

鉄道車両合理化の一環として注目を浴びている高性能ディーゼル車

両の完成にほ,高度の機能をもった流体変速機の存在が不可欠で

ある｡弟34図はこの意味において日立製作所がいち早く完成した

1,100PSディーゼル機関車用流体変速機で,長年の研究と努力を結

集した新鋭機経であり,すでに生産ならびに試験設備も整備され,

今後の 要に応じうる態勢ができている｡

一二万最近隆盛をきわめている二輪 を含めた 日動車において

ほ,その普及のため運転性の単純化という点でトルクコンバータに

大きな関心が寄せられている｡この程トルクコンバータにおいて

は,生産性を向上せしめ原価を極プJ下げることが肝要である｡TM

ll形トルクコンバータほスクーータ用として製作されたものである

が,羽根製作方法に独特の新機軸を導入して,性能を阻害すること

なく生産性を大幅に向上せしめることに成功した｡

従来のトルクコンバータほ負荷によってその

自体でほ人

それ

制御ができなかった｡しかし場合によってはこれだけ

では不十分であり,速度制御可能なトルクコソノミータの実現が要望

されてきた｡これに応えて完成をみたのが可動巽トルクコンバータ

であり,いままでにみられなかった高性能を誇っているとともに流

体継手変速にはあまり適さなかった回転力一定負荷においても問題

なく,今後の活用が期待される｡

14.5.1スクータ用トルクコンバータ

スクータほオートバイと異なり,誰にでも とがその

特長となっている｡したがって従来のものにおいてもいわゆるオー

トノミイ式の歯車変速機をもたず,切換操作のいらない日動 速方式

となっている｡しかし機械的日動変速機では摩耗ほ避けられず,

れに起因する性能低下が生じがちで,保守 盤に手間がかかる｡ こ

の代りにトレクコソバータを使用すれば,きわめて円滑かつ安定し

た自動 速が永久に保証される上,流体伝動により乗車感が一段と

向上する｡

第35図は株式会社平野製作所125ccポップスクータ用として製作

第34岡1,100PSディーゼル機関車川液体変速機

されたTMll形トルクコン′ミータである｡本機は写真にも見られる

ようにきわめて小形で 乾く 重量約3kgという軽量のものである｡

本機のごとき小形トルクコンバータの量産で,もっとも問題とな

るのほ,インベラ,ランナの羽根製作方式であり,あまりに小形の

ため鋳造にしろ板金にしろ工程上の著しい陸路となる｡この点TM

11形トルクコンバータは多くの 作研究によって完成した新形式の

羽根を採用してダイキヤストを可能ならしめており,その生産性は

飛躍的に向上している(特許出願中)｡しかもこれによっで性能はい

ささかも阻害されることなく,むしろ逆に鋳肌あらさの改善による

性能向上,羽根形状の正確さによる性能の均一性がえられるという

大きな利点をもっている｡

】4.5.2 可動巽トルクコンバータ

可動巽トルクコンバータは,従来のトルクコン′ミータと異なり,

半径方向内向き流れの位置にあるステータを可動翼とし,コンバー

タ内部の循環油量および流れカ向を規制することによって,トルク

コンバータの吸収馬力を調無し, 度制御を可能とする構造にした

第35同 株式会社平野製作所納スクータ用

TMll形トルクコンバータ

第36図 可動買いレクコンバータ
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第37図 可動翼トルクコンバータ目方トルク

特性の一例

ものである｡弟3る図にその外観写真を示すが,手前のハンドルによ

って,ステータ巽を開閉する構造となっている｡もちろん,~l寸動翼

操作ほ,パイロットモータによる遠力操作も可能である｡

舞37図にその出力トルク特性を示す｡可動ステ一夕巽の各闘度に

お よ び ポ 123

おけるJ~ti~ノいルクが,臼!力相同転数によって変化する状況を示した

ものであり,点線ほ 効率曲縦を表わす｡最高効率ほ87.5%,利用

率4･0以上を示し,従来のコンバータにみられない広範囲の高効率

を示している｡図[巨AA′の線は,川転数のいかんにかかわらず,回

転力一定の魚荷の場合であり,BB′の線は伸転ノ〕が回転数の二乗で

変化する負荷の場合である∪ これらの負荷特性と,トルクコンパー

タ曲線郡の交点が行ステ

可動翼トルクコンパー
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当する 転点となる｡

,流体継=手による変速と比
較した場合,負荷特性が第37図AA′で示すような場介には決定

的にすぐれているが,BB′の場合ほむしろ不利である｡したがって

■‖√動翼トルクコンバータほ,回転力一定に近い負荷,たとえば,ク

レーソ,ホイスト,ウインチ,

ソグマシン,ミル,キルン,遠心

相磯,機関車,ミキサー,ボーリ

機,建設機械などの駆動に適

している｡また,圧延機の巻改装置に使用すれば,可動翼制御によ

り容易に一定圧延速度が得られ,従来の直流方式に代って安価な駆

動装置とすることができる｡

本形式のトルクコンバータは国内ではまだその例をみず応用範囲

のきわめて広いものと期待される｡

昭和35年度における日立製作所の社外講演の成果(件数)

(昭和34年11月～昭和35年10月)
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